
集
ま
る
大
学
に
近
づ
け
る
た
め
の
仕
事
が
し
た
い
、

そ
の
よ
う
な
思
い
が
成
長
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
二
〇
〇
一
年
、
私
は
同
志
社
大
学
に
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
開
設
す
る
準
備
活
動
に
参
加
し
た
。

暗
中
模
索
の
な
か
で
、
一
番
の
助
け
は
、
バ
ー
ク
レ

ー
で
得
ら
れ
た
世
界
に
広
が
る
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
あ
っ
た
。
米
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
教

育
を
、
日
本
の
環
境
に
適
合
さ
せ
る
試
み
は
、
多
く

の
人
々
の
助
け
を
受
け
、
二
〇
〇
四
年
に
西
日
本
で

は
初
め
て
の
専
門
職
大
学
院
と
し
て
結
実
し
た
。
ま

た
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
日
本
の
大
学
に
世
界
的

研
究
拠
点
を
構
築
す
る
と
の
目
標
の
も
と
、
二
十
一

世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ（C

enter
of
E
xcellence

）プ
ロ
グ
ラ

ム
を
文
科
省
が
開
始
し
た
た
め
、
学
際
的
、
か
つ
グ

ロ
ー
バ
ル
な
研
究
者
集
団
に
よ
る
、
日
本
企
業
の
国

際
競
争
力
研
究
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
Ｃ
Ｏ

Ｅ
の
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

さ
ら
に
は
、
京
都
の
有
力
企
業
で
あ
る
オ
ム
ロ
ン

か
ら
、「
創
業
者
立
石
一
真
氏
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

活
動
へ
の
思
い
を
後
世
に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
多
額

の
寄
付
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ら
公
私
の
サ
ポ
ー
ト
を

得
て
、
二
〇
〇
三
年
に
技
術
・
企
業
・
国
際
競
争
力

研
究
セ
ン
タ
ー
を
同
志
社
大
学
内
に
開
設
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
翌
年
に
開
校
し
た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研
究
の
博
士
学
位
授
与
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
、
Ｔ
Ｉ

Ｍ（
技
術
・
革
新
的
経
営
）専
攻
と
あ
い
ま
っ
て
、
夢

に
描
い
て
い
た
組
織
体
が
こ
こ
に
実
現
で
き
た
。

人
と
組
織
の
研
究

日
本
に
お
け
る
人
と
組
織
の
関
係
、
そ
れ
が
私
の

研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。
二
十
一
世
紀
に
入
り
前
述
の

よ
う
な
大
学
改
革
に
か
か
わ
る
な
か
で
対
象
が
よ
り

フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
、
こ
こ
数
年
は
専
門
職
、
例
え
ば

技
術
者
、
医
師
等
と
組
織
の
関
係
に
関
す
る
研
究
を

進
め
て
い
る
。
私
の
研
究
が
、
彼
ら
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
の
高
い
勤
労
意
欲
と
能
力
が
遺
憾
な
く
発
揮

で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
少
し
で
も
貢
献
で
き

れ
ば
と
願
っ
て
い
る
（
注
）
。

も
う
一
つ
は
、
事
業
の
承
継
研
究
で
あ
る
。
京
都

は
歴
史
と
文
化
の
町
で
あ
る
が
、
こ
の
町
を
支
え
る

産
業
に
も
長
い
歴
史
が
存
在
す
る
。
仏
具
や
仏
典
、

あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
必
要
な
金
箔
等
の
素
材
生
産
、

さ
ら
に
は
京
料
理
や
京
菓
子
、
伏
見
の
酒
や
宇
治
の

お
茶
。
こ
れ
ら
を
生
産
す
る
の
は
、
そ
の
大
半
が
桃

山
、
江
戸
時
代
よ
り
続
く
老
舗
で
あ
る
。
幾
多
の
社

会
変
化
を
乗
り
越
え
、
人
々
の
嗜
好
の
変
化
に
も
対

応
し
、
数
百
年
そ
の
の
れ
ん
を
守
り
続
け
て
き
た
。

変
化
の
な
か
で
逞
し
く
存
続
す
る
秘
訣
を
、
彼
ら
の

事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
見
い
だ
す
た
め
、
そ
の
承

継
の
経
験
を
数
年
前
か
ら
聞
き
取
っ
て
き
た
。
そ
の

研
究
か
ら
人
の
輪
が
広
が
り
、
二
〇
一
〇
年
五
月
に

は
事
業
承
継
学
会
を
京
都
で
設
立
し
た
。
学
会
の
門

戸
は
大
き
く
開
か
れ
、
オ
ー
ナ
ー
経
営
者
や
会
計
士
、

弁
護
士
等
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
、
学
者
と
と

も
に
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。

一
九
八
一
年
に
バ
ー
ク
レ
ー
で
始
ま
っ
た
研
究
者

と
し
て
の
私
の
経
歴
は
、
多
く
の
研
究
者
の
そ
れ
と

は
少
し
異
な
る
。
人
と
組
織
の
研
究
と
い
え
ば
聞
こ

え
は
良
い
が
、
興
味
と
い
う
羅
針
盤
に
導
か
れ
、い
ろ

い
ろ
な
社
会
現
象
の
研
究
と
と
も
に
、
研
究
教
育
組

織
の
構
築
と
そ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
時
間
の
大
半
を

振
り
向
け
て
き
た
。
そ
し
て
こ
の
知
的
好
奇
心
と
社

会
的
創
造
活
動
に
対
す
る
性
向
は
、
二
〇
代
の
バ
ー

ク
レ
ー
で
の
経
験
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
ゆ
え
に
確
信
を
持
っ
て
こ
こ
に
伝
え
た
い
。

若
者
よ
、
海
を
越
え
、
彼
の
地
で
学
ぶ
べ
し
。

（注）試行的研究成果ではあるが、２００９年に『高付加価値エンジニアが育つ：技術者の能力開発と
キャリア形成』を日本評論社から刊行した。日本の電機産業に働く技術者の実態をこの本を通して
知っていただければ幸いである
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一
九
八
一
年
夏
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー

一
九
八
一
年
、
バ
ー
ク
レ
ー
は
、
す
で
に
今
日
の

日
本
の
ど
の
大
学
を
も
凌
駕
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
ん
で
い
た
。
博
士
課
程
に
同
期
で
入
学
し
た
二
〇

名
弱
の
う
ち
、
半
数
以
上
は
留
学
生
で
あ
っ
た
。
ア

ジ
ア
で
は
、
日
本
、
韓
国
、
台
湾
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
は
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
そ
し
て
ス
ペ
イ
ン
、

南
米
か
ら
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
さ
ら
に
ド
イ
ツ
か
ら
の
数

名
の
一
年
間
の
交
換
留
学
生
が
加
わ
り
、
教
室
の
な

か
で
も
、
週
末
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
場
で
も
、
学
生
た

ち
の
間
で
異
文
化
の
交
流
が
ほ
と
ん
ど
意
識
す
る
こ

と
な
く
行
わ
れ
て
い
た
。

私
が
所
属
し
た
経
済
学
部
博
士
課
程
で
は
、
ミ
ク

ロ
経
済
学
、
マ
ク
ロ
経
済
学
そ
れ
ぞ
れ
が
初
年
時
の

秋
学
期
、
春
学
期
と
連
続
で
履
修
が
義
務
付
け
ら
れ
、

計
量
経
済
学
と
米
国
経
済
史
も
、
一
年
生
の
必
修
科

目
で
あ
っ
た
。
二
年
目
か
ら
は
、
各
自
の
興
味
に
応

じ
、
公
共
経
済
学
、
金
融
、
国
際
経
済
、
労
働
経
済

等
の
専
門
ご
と
に
、
や
は
り
秋
、
春
の
二
学
期
連
続

で
の
当
該
専
門
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
た
。
私
は
、
一
つ
の
専
門
と
し
て
労
働
経

済
学
を
選
択
し
た
が
、
も
う
一
つ
の
専
門
は
、
教
育

学
部
が
提
供
す
る
教
育
の
経
済
学
を
選
択
し
た
。
ほ

か
に
も
、
学
部
を
超
え
た
学
び
の
場
が
そ
こ
に
は
普

通
に
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
経
験
は
、
そ
の
後
の
私

の
研
究
に
お
け
る
学
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
原
体
験

と
な
っ
た
。

米
国
か
ら
戻
っ
て

バ
ー
ク
レ
ー
で
の
博
士
課
程
を
修
了
し
、
米
国
南

部
の
ア
ラ
バ
マ
大
学
で
教
え
、
一
九
八
八
年
春
か
ら

は
同
志
社
大
学
に
着
任
し
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
と

ア
ラ
バ
マ
は
、
直
線
距
離
で
約
五
〇
〇
〇
�
も
離
れ
、

気
候
風
土
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
発
展
の
歴
史
の
違
い

か
ら
、
文
化
的
に
も
大
き
く
異
な
る
と
米
国
で
は
認

識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
が
所
属
し
た
二
つ
の

経
済
学
部
の
学
風
に
は
、
階
層
を
感
じ
さ
せ
な
い
教

員
関
係
、
新
た
な
試
み
を
評
価
す
る
進
取
的
な
価
値

観
等
、
米
国
の
大
学
の
共
通
文
化
と
も
い
え
る
も
の

が
存
在
し
て
い
た
。

他
方
、
古
都
京
都
の
同
志
社
は
、
設
立
者
新
島
襄

が
、
国
禁
を
犯
し
出
国
し
、
当
時
新
興
国
で
あ
っ
た

米
国
の
学
問
の
府
ボ
ス
ト
ン
で
学
び
、
設
立
し
た
大

学
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
る
意
味
で
は
日
本
の
大

学
の
な
か
で
も
最
も
米
国
の
高
等
教
育
が
掲
げ
る
価

値
や
文
化
を
体
現
す
る
大
学
で
あ
る
。
私
は
、
同
志

社
に
赴
任
し
、
十
数
年
が
経
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
大
学

と
い
う
組
織
の
な
か
で
自
分
が
何
を
し
た
い
か
を
考

え
始
め
た
。
そ
し
て
、
バ
ー
ク
レ
ー
で
感
じ
た
、
そ

こ
で
学
ぶ
こ
と
の
喜
び
と
学
べ
た
こ
と
の
幸
運
を
感

謝
で
き
る
大
学
、
世
界
に
開
か
れ
、
世
界
か
ら
人
が

中
田
喜
文

な
か
た

よ
し
ふ
み

●
経
団
連
国
際
教
育
交
流
財
団
は
、
経
団
連
第
二
代
会
長
故

石
坂
泰
三
氏
の
遺
徳
を
記
念
し
、
一
九
七
六
年
に
設
立
さ
れ

た
。
海
外
の
大
学
・
大
学
院
に
留
学
す
る
日
本
人
学
生
や
日

本
の
大
学
に
在
籍
す
る
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
の

支
給
を
通
じ
て
、
わ
が
国
の
学
術
研
究
や
世
界
経
済
の
発
展

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
。

異
文
化
と
の
出
会
い
が
生
ん
だ
夢

同
志
社
大
学
大
学
院
総
合
政
策
科
学
研
究
科
教
授

国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
奨
学
生（
一
九
八
一
年
度
）。
八
一
年
大
阪
大
学
大

学
院
経
済
学
研
究
科
前
期
課
程
修
了
。
八
一
―
八
六
年
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
大
学
院
経
済
学
博
士
課
程
留
学
、
修
了
。
八
六
年

ア

ラ
バ
マ
大
学
助
教
授
、
八
八
年
よ
り
同
志
社
大
学
専
任
講
師
、
助
教
授
を
経

て
、
現
職
。
二
〇
〇
二
年
よ
り
同
志
社
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
ク
ー
ル
長（
〇
四

年
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
へ
改
名
）、
〇
七
年
よ
り
技
術
・
企
業
・
国
際
競
争

力
研
究
セ
ン
タ
ー
長
。

経団連国際教育交流財団は、２０１１年１２月１日、国際文化教育交流財団より名称変更
本奨学事業は、日本万国博覧会記念機構（http://www.expo70.or.jp）の助成金を得て実施している 経済Trend 622012・3


